
データ利活用基盤サービス(FIWARE)

地域課題に応じた新たなサービスの構築が可能

IoTプラットフォーム「FIWARE」を活用

し、様々な分野を横断してデータ利活用

することができます。

データ利活用基盤サービス（FIWARE） の導入効果

→
お客さまにわかりやすい一般用語で表記

可

特許出願済み、または特許登録済みの技術を
いる場合は、メインタイトル付近に

事項欄に
特許技術の利用について追記する

防災・観光・防犯など
様々な分野毎に蓄積した
データでも分野を横断し
て相互に活用できます。

様々な分野で蓄積した
データを総合的に活用し
て地域課題に応じた新た
なサービスの構築が可能
になります。

データ利活用基盤サービス（FIWARE）の概要

アプリ化 データ取得

導入事例

欧州で実績のあるIoTプラットフォーム「FIWARE」を活用し、様々な分野を横断してデータ利活
用することができます

効率化 コスト削減

標準データモデルを活用
して、都市間でのソ
リューション再利用が可
能になります。

基盤の確立

AEDの設置
個所を
チェック

分野を横断した

データの蓄積

地域課題に応じた

サービスの構築

プラットフォームに蓄積
されたデータを利活用し、
地域課題に応じた新たな

サービスの構築

様々な分野（防災・観
光・防犯・etc...）の

データ相互運用性を考慮
したデータモデル

医療廃棄物の収集
防災データ
観光データ
河川の水位データ

FIWARE
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TEL:044-435-5646

従来型 データ横断型サービス

ソリューション詳細

EUが開発・実装し、欧州で実績あるIoTプラットフォーム「FIWARE」を活用した、産学官の多
様な主体がデータ利活用することができるプラットフォームです。

様々な分野で蓄積したデータを総合的に活用して地域課題に応じた新たなサービスの構築が可能にな
ります。

プロトコル
変換アダプタ

外部
サービスバス

個別SI対応


